
環境対策活動EarthCare

ブース内に設置したアンケート

活動紹介

野外音楽フェス”RISING SUN ROCK FESTIVAL 2019 in EZO”(以下「RSR」)を中心に、地域のイベントにおい
てごみの分別ナビゲート(以下「ナビ」)を実施。ナビの他に、RSRではオリジナルごみ袋の配布やecoアクショ
ンキャンペーンブースの運営等を行い、「自分(達)のことは自分(達)でやる」という”Do It Yourself”(以下
「D.I.Y」)の精神を浸透させるために、様々な活動を展開。

目的・背景

ecoアクションキャンペーンブースオリジナルごみ袋の配布ごみの分別ナビゲート

実施内容 成果 声

目的
ごみをツールに、”自らの手で

解決していこう”という“D.I.Y”精
神の考えを伝えていくことを目的
とする。主な活動地域(札幌・小
樽・石狩)以外の北海道各地へと
広げ、取り組みが定着していくこ
とを目指している。

背景
廃棄物をはじめとする様々な社

会問題が起こっている。こうした
問題が起こっている原因として、
「誰かがやってくれる」・「誰か
にやってもらう」という意識が定
着してしまっている。

活動・回数・参加人数
◾ 第7回はまなすフェスティバル
◾ 環境広場さっぽろ2019
◾ RISING SUN ROCK FESTIVAL 
2019 in EZO
◾第33回「北の収穫祭 ワイン
カーニバル in おたる」
◾秋だ！祭りだ！澄川パフォーマ
ンス通り2019
◾第56回石狩さけまつり
◾HTBまつり2019

合計：12日 回数：7回
参加人数：のべ400人

ボランティア(20代男性)
初RSRでの初ボランティア。しか

もコアスタッフとしての参加。右も
左も分からない不安な状態での参加
でしたが、他のコアスタッフやボラ
ンティアの方々に支えられ、最後ま
で活動を楽しむことができました。

もともと喋るのが苦手だったので
すが 、RSRでの活動含めEarth Care
の活動を通して、喋ることが好きに
なりました。
ボランティア(10代女性)

地元開催ながらも参加したことの
なかったRSRでしたが、スタッフだ
けでなく来場者の方々含めて全員で
RSRを作り上げているということが
感じられました。

2019年総括
今年のEarth Careはコアスタッフ初挑戦の人が多く、斬新なアイデアが多くありました。その中でもキャンペーンブースで

マイクロプラスチック問題を取り上げた”ごみの分解ナビゲート”は、新しい切り口で、たくさんの方に参加いただきました。
来場者の皆さんと会話し体験しながら、私たちができることについて考える場を作ることができたのではないかと思います。
今後も、対話を通して、より一層、興味を持ってもらうことが必要だと感じました。（かぽん・のすけ）
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成果
◾オリジナルごみ袋の配布:17000枚
◾ecoアクションキャンペーンブー
ス来場者数:879人
◾来場者による「”D.I.Y”宣言」
｢マイ○○を使うようにしよう!｣
◾RSRで回収した割り箸139kg をA4
用紙へとリサイクル
◾ RSRのプラスチックごみ削減への
取り組みとして、18店舗が「one 
tempo one action」宣言
◾RSRへ参加したボランティアから
一言「その場の判断力」「言葉の
外のコミュニケーション」「ピン
チはチャンスの精神」「身近なと
ころから地球にやさしく」


